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第
二
十
二
条
の
二
十
九
第
一
項
中
「
次
項
及
び
第
四
項
又
は
次
項
」
を
「
第
三
項
及
び
第
六
項
又
は
第
四
項
」に
、

「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、「
第
二
十
条
の
七
第
二
項
及
び
第
四
項
又
は
同
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
条
の
七
第

三
項
及
び
第
六
項
又
は
同
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
九
条
の
四
十
五

の
二
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
」
を
「
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」に
改
め
、「
事
業
所
」

の
下
に「（
当
該
連
結
親
法
人
が
二
以
上
の
事
業
所
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
二
以
上
の
事
業
所
の
う
ち
主
た
る
事

業
所
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ

」
を
「
第
六

十
八
条
の
十
五
の
二
第
一
項
第
二
号
イ

」
に
改
め
、「
の
雇
用
促
進
計
画
」
の
下
に「（
同
令
附
則
第
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
雇
用
促
進
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
同
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
法
第

六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
五
項
第
二
号
」
に
、「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同

条
第
四
項
中
「
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
」
を
「
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二
第
八

項
か
ら
第
十
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二
第
十

二
項
」
を
「
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二
第
十
一
項
」
に
、「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
四
項
第
十
四
号
」
を
「
第

六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
五
項
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
五
項
と

し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

施
行
令
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二
第
十
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
法
第
六
十
八
条
の

十
五
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
の
事
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
又

は
公
共
職
業
安
定
所
の
長
が
当
該
連
結
親
法
人
に
対
し
て
交
付
す
る
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者

の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
附
則
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
雇
用
促
進

計
画
の
達
成
状
況
を
確
認
し
た
旨
を
記
載
し
た
書
類
（
当
該
連
結
親
法
人
及
び
そ
の
各
連
結
子
法
人
の
雇
用
促
進

計
画
の
達
成
状
況
及
び
法
第
六
十
八
条
の
十
五
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
離
職
者
が
い
な
い
か
ど
う
か
が
確
認
で

き
る
も
の
に
限
る
。）の
写
し
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
九
第
七
項
中
「
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の
二
第
二
十
四
項
」
を
「
第
三
十
九
条
の
四
十
五
の

二
第
十
七
項
」
に
、「
第
二
項
及
び
第
四
項
又
は
第
二
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
三
項
及
び
前
項
又
は
第
四
項
及
び
前

項
」
に
、「
第
二
十
条
の
七
第
二
項
及
び
第
四
項
又
は
同
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
二
十
条
の
七
第
三
項
及
び

第
六
項
又
は
同
条
第
四
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
三
十
三
及
び
第
二
十
二
条
の
三
十
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
三
十
三
及
び
第
二
十
二
条
の
三
十
四

削
除

第
二
十
二
条
の
三
十
五
の
見
出
し
を「（
港
湾
隣
接
地
域
に
お
け
る
技
術
基
準
適
合
施
設
の
特
別
償
却
）」に
改
め
、

同
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
十
八
条
の
十
七
第
二
項
」
を「
第
六
十
八
条
の
十
七
第
一
項
」に
、「
こ

の
項
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
三
十
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
三
十
六

削
除

第
二
十
二
条
の
三
十
八
の
見
出
し
中
「
機
械
等
」
を
「
特
定
機
械
装
置
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
四
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
四
十
一

削
除

第
二
十
二
条
の
四
十
六
及
び
第
二
十
二
条
の
四
十
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
四
十
六
及
び
第
二
十
二
条
の
四
十
七

削
除

第
二
十
二
条
の
六
十
二
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
二
項
第
十
二
号
」
を
「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
二
項

第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
十
一
項
各
号
」
を
「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
十
項

各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
二
号
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
三

号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
第
一
号
中
「
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
二
号
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第

十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
十
八
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
十
七

項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
十
九
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
十
八
項
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
つ
き
法
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
二
号
」
を
「
つ
き
法
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項

第
十
三
号
」
に
、「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
二
項
第
十
二
号
」
を
「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
二
項
第
十
三
号
」に
改
め
、

同
号
イ
中
「
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
二
号
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ

中
「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
十
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
十
九
第
十
三
項
」
に
、「
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十

二
号
」
を
「
第
六
十
二
条
の
三
第
四
項
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
六
十
九
第
三
項
中
「
市
町
村
長
」
の
下
に
「
又
は
特
別
区
の
区
長
」
を
加
え
、同
項
第
一
号
中「
又

は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
、「
次
号
」
を
「
以
下
こ
の
項
」
に
、「
）
内
に
」
を
「
）
又
は
大
田
区
若
し
く
は
大
阪
市
の

区
域
内
に
」
に
、「
当
該
」
を
「
次
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
」
に
、「
既
成
市
街
地
等
（
同
欄
に

規
定
す
る
既
成
市
街
地
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
「
次
に
定
め
る
地
域
」に
改
め
、

同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

当
該
譲
渡
資
産
の
所
在
地
が
三
鷹
市
等
の
区
域
内
で
あ
る
場
合
（
ロ
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）
既
成
市

街
地
等
（
表
の
第
一
号
の
上
欄
に
規
定
す
る
既
成
市
街
地
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同

じ
。）

ロ

当
該
譲
渡
資
産
の
所
在
地
が
横
浜
市
、
川
崎
市
、
堺
市
、
神
戸
市
、
尼
崎
市
又
は
西
宮
市
の
区
域
内
で
あ

る
場
合

施
行
令
第
三
十
九
条
の
七
第
二
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
区
域
以
外
の
既
成
市

街
地
等

ハ

当
該
譲
渡
資
産
の
所
在
地
が
大
田
区
又
は
大
阪
市
の
区
域
内
で
あ
る
場
合

施
行
令
第
三
十
九
条
の
七
第

二
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
区
域
以
外
の
地
域

第
二
十
二
条
の
六
十
九
第
三
項
第
五
号
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
の
下
欄
、
第
五
号
、
第
六
号
又
は
第
七
号
」

を
「
、
第
五
号
又
は
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
特
定
空
港
と
し
て
指
定
さ
れ
た
空
港
の
設
置
者
の
当
該
譲
渡
資
産
を
同
法
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
に
規
定
す

る
特
定
空
港
の
設
置
者
の
当
該
譲
渡
資
産
を
こ
れ
ら
」
及
び
「
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
空
港
の
設
置
者
の
」

を
削
り
、「
同
項
」
を
「
同
条
第
一
項
」
に
、「
書
類
」
を
「
書
類
及
び
当
該
所
在
地
が
同
欄
の
イ
に
掲
げ
る
航
空
機
騒

音
障
害
防
止
特
別
地
区
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
を
証
す
る
書
類
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
九
条
第
二
項
」

を
「
第
二
条
」
に
、「
譲
渡
資
産
を
同
項
」
を
「
譲
渡
資
産
を
同
法
第
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、「
同
条
第
一
項
に
規
定

す
る
特
定
飛
行
場
の
設
置
者
の
」
を
削
り
、「
補
償
金
を
同
項
」
を
「
補
償
金
を
同
条
第
一
項
」
に
、「
書
類
」
を
「
書

類
及
び
当
該
所
在
地
が
同
欄
の
ロ
に
掲
げ
る
第
二
種
区
域
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
を
証
す
る
書
類
」に
改
め
、

同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第

五
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
第
六
号
」
を
「
第
五

号
」
に
、「
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
」
を
「
耐
火
建
築
物
等
又
は
準
耐
火
建
築
物
等
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
七
号
中
「
第
六
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
八
号

中
「
第
七
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
七
号
」
を
「
第
六
号
」

に
改
め
、「（
同
号
の
下
欄
の
車
両
及
び
運
搬
具
を
除
く
。）」
を
削
り
、「（
同
欄
」
を「（
表
の
第
六
号
の
下
欄
」
に
、「
前

項
第
八
号
」
を
「
前
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
第
六
号
、
第
九
項
第
七
号
及
び
第
十
項
第
一
号
中
「
第
七

号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
の
七
十
六
第
三
十
六
項
中
「
同
条
第
四
項
第
二
号
」
の
下
に
「
及
び
第
三
号
」
を
加
え
る
。

第
二
十
二
条
の
七
十
六
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
に
対
し
特
定
事
業
活
動
と
し
て
出
資
を
し
た
場
合
の
課
税
の
特
例
）

第
二
十
二
条
の
七
十
六
の
四

法
第
六
十
八
条
の
九
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
連
結

親
法
人
又
は
そ
の
連
結
子
法
人
で
、
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
経
営
資
源
活
用
共
同
化
推
進
事
業
者
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
六
十
八
条
の
九
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
法
人
は
、
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活

用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別
新
事
業
開
拓
事
業
者
に
該
当
す
る

法
人
と
す
る
。

３

施
行
令
第
三
十
九
条
の
百
二
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
も

の
は
、
国
内
外
に
お
け
る
経
営
資
源
活
用
の
共
同
化
に
関
す
る
調
査
に
関
す
る
省
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
経
済
産
業
大
臣
の
証
明
に
係
る
書
類
に
記
載
さ
れ
た
法
第
六
十
八
条
の
九
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
新
事

業
開
拓
事
業
者
の
株
式
と
す
る
。
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